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【報道資料】 

2016 年 2月 17日 

リード エグジビション ジャパン株式会社 

世界最大、280 社が出展！ トヨタ自動車「MIRAI 」の試乗会も開催 

「FC EXPO 2016  ~ 第 12 回 国際水素・燃料電池展~ 」 
水素・燃料電池の研究開発、製造に必要なあらゆる 

製品・技術・システムが一堂に集結 

日本最大、420 社が出展！ 

「PV EXPO 2016  ~ 第 9 回 国際太陽電池展~ 」 
普及が進む太陽光発電の効率化、コスト削減を促進する 

最新技術、最先端の製造設備・部品材料が出展 
 

日本最大の国際見本市主催会社、リード エグジビション ジャパン株式会社（本社：東京都新宿区 代表取締役社

長 石積 忠夫）は、3 月 2 日（水）から 4 日（金）までの 3 日間、東京ビッグサイト（東京都江東区）で「FC 

EXPO 2016 ～第 12 回 国際水素・燃料電池展～」および「PV EXPO 2016 ～第 9回 国際太陽電池展～」

を開催いたします。「FC EXPO 2016」および「PV EXPO 2016」は、新エネルギーに関連する 9 つの展示会を総称し

た「第 12 回 スマートエネルギーWeek 2016」内での開催となります。 

 

究極のエコカーとして注目が集まる燃料電池自動車（FCV）の市販化を皮切りに、インフラ整備・研究開発が進む水

素・燃料電池市場。日本各地では、水素ステーションの設置や設置計画が進んでおり、今後は FCV の普及が大きく拡

大することが期待されています。「FC EXPO 2016 ～第 12回 国際水素・燃料電池展～」では、水素・燃料電池の

研究開発、製造に必要なあらゆる技術、部品・材料、装置、燃料電池システムが一堂に集結します。 
 

また、再生可能エネルギーの本命として普及が進む太陽光発電。太陽電池の発電効率はさらに高まるとともに、技術革

新によるコスト削減や製造プロセスの効率化も大きく進んでいます。「PV EXPO 2016 ～第9回 国際太陽電池展～」

では、太陽電池だけでなく、太陽電池／太陽光発電システムの研究開発・製造に必要な最新技術、最先端の製造設

備・部品材料が多数出展します。 

 

「FC EXPO 2016 ～第 12 回 国際水素・燃料電池展～」開催概要 

展示会名 FC EXPO 2016 ～第 12回 国際水素・燃料電池展～ 

会期 2016年3月2日（水）～4日（金）10：00～18：00（最終日は17：00まで） 

会場 

主催 

共催 

 

併催企画 

東京ビッグサイト（東京都江東区有明3-11-1) 

リード エグジビション ジャパン株式会社 

一般社団法人水素エネルギー協会（HESS） 

一般社団法人燃料電池開発情報センター（FCDIC） 

FC EXPO 専門技術セミナー 

Web サイト http://www.fcexpo.jp/ 

http://www.fcexpo.jp/
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「FC EXPO 2016 ～第 12 回 国際水素・燃料電池展～」 注目の展示 

● 燃料電池自動車（FCV）試乗会 

MIRAI  

トヨタ自動車株式会社 

スムーズで快適な乗り心地と、排気ガスの代わりに水が出るエコな仕組みが体感できます。

お申込みは乗車当日、東展示棟東４ホールの「HySUT ブース」まで。 

主催：水素供給・利用技術研究組合（HySUT） 

● 日本各地で設置が進む水素ステーション 

イオニック（IC -90 ）圧縮機 

岩谷産業株式会社 

商用ステーションの中核モデルとなる圧縮機。イオン液体そのものをピストンのように使用す

ることで、シール性が高く、省スペース、大容量、高効率でコンパクト。既に、ドイツ・シュツッ

トガルト空港など世界で十数カ所にて稼動。国内初の商用水素ステーションとして「尼崎」

に、九州初として「小倉」に、「東京・芝」、「埼玉・戸田」、「山口・周南」でも稼動。 

HYDROGEN -NX 

株式会社タツノ 

燃料電池車用高圧水素ガスディスペンサー。スマートでコンパクトなボディに大型カウンター

を装備し、水素ガスディスペンサーでは初めてとなる、「グッドデザイン賞（2015 年）」を受

賞。日本国内の水素ステーションで多数の納入実績。82MPa の高圧充填に対応。

-40℃プレクールに対応。最新の国際標準充填プロトコルに対応。 

FCV 向け70Mpa 対応水素ディスペンサー 

日立オートモティブシステムズメジャメント株式会社 

従来製品に対して50%小型化を実現。3分で水素をフル充填可能。高精度で安定した 

計測・充填が可能なネオライズ。両側から充填することも可能になっており、信頼度と使い 

勝手が両立。 

 

HyACmini  

株式会社神戸製鋼所 

水素ステーションに必要な機器をオールインワンでコンパクトパッケージ。複数の機器をパッ

ケージﾞ化することで従来の別置きタイプに比べ約50%の省スペース化を実現。FCV:6台

/h に対応、機器構成の能力を最適化しコストダウンを達成。パッケージ化により現地工事

費および工事期間を削減。 

 

● 水素インフラの安全を守るセンサ・計測器 

水素ステーション用ガス検知警報器 NV -600HS ・ガス検知部 KD -12/PD -12  

新コスモス電機株式会社 

小型で場所をとらず水素を素早く検知することができ、濃度表示機能付の拡散式ガス検

知部KD-12や、吸引式の濃度表示機能付ガス検知部PD-12、ppmから LEL まで幅

広い濃度の測定が可能な指示警報部NV-600HS。 

 

http://hysut.or.jp/topics/20160118.pdf
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水素可視化システム 

九州計測器株式会社 

ISAS/JAXA が採用した多点検知による水素漏洩リアルタイムモニタリング。株式会社アツ

ミテック社が開発する「水素可視化シート」に光センシングの技術をミックスさせることで「電

気をつかわない」センサヘッドがローコストに完成。多点検知により「本当の水素」の挙動が

「高速応答」でモニタリング可能。 

 

● 快適な暮らしをサポートする家庭用燃料電池「エネファーム」 

エネファームタイプS 

アイシン精機株式会社 

エネファームはガスから取り出した水素と空気中の酸素を化学反応させて発電し、このとき

発生する熱でお湯を供給。「エネファームタイプS」は燃料電池の中でも発電効率の高い固

体酸化物形燃料電池を採用することで、世界最高水準の発電効率を実現。 

家庭用燃料電池「エネファーム」 

パナソニック株式会社 

都市ガスから高効率に発電するエネファーム。都市ガスから水素作り、水素で高効率に発

電し、同時にお湯も供給。コンパクトで価格も抑えた最新モデルを展示。 

 

「FC EXPO 2016 ～第 12 回 国際水素・燃料電池展～」 必見のセミナー 

＜基調講演＞ 3 月２日（水）14：00 ～16 ：30 

「各界のトップが語る水素社会への展望と戦略」 

コースリーダー：横浜国立大学 太田 健一郎 氏 

サブコースリーダー：国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構(NEDO) 大平 英二 氏 

◆水素社会の幕開け 

戸邉 千広 氏／経済産業省 資源エネルギー庁 省エネルギー・新エネルギー部 燃料電池推進室 室長 

◆米国エネルギー省: 水素燃料電池の概要 

Ms. Sunita Satyapal／Director, Energy Efficiency & Renewable Energy, Fuel Cell Technologies 

Office, U.S. Department of Energy (DOE) 

◆水素社会の実現に向けたHonda の取り組み 

三部 敏宏 氏／本田技研工業株式会社 執行役員 

◆水素エネルギーサプライチェーンの実現に向けた川崎重工の取り組み 

原田 英一 氏／川崎重工業株式会社 執行役員 技術開発本部 副本部長 

 

＜FC EXPO 専門技術セミナー＞ 

「燃料電池アプリケーション」「燃料電池自動車の普及」「家庭用燃料電池エネファーム」「PEFC（固体高分子形燃料

電池）セル材料開発」「水素・燃料電池の市場展望」「エネルギーキャリア技術」「業務用・産業用燃料電池」「水素社

会の実現に向けて」「再生可能エネルギー由来の水素社会」をテーマに、各業界のキーマンが自社の取り組みや水素・

燃料電池市場の展望を語ります。詳細は、http://www.fcexpo.jp/seminar/m/ をご覧ください。  

http://www.fcexpo.jp/seminar/m/
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「PV EXPO 2016 ～第 9 回 国際太陽電池展～」開催概要 

展示会名 PV EXPO 2016 ～第 9回 国際太陽電池展～ 

会期 2016年3月2日（水）～4日（金）10：00～18：00（最終日は17：00まで） 

会場 

主催 

併催企画 

東京ビッグサイト（東京都江東区有明3-11-1) 

リード エグジビション ジャパン株式会社 

PV EXPO 専門技術セミナー 

Web サイト http://www.pvexpo.jp/ 

 

「PV EXPO 2016 ～第 9 回 国際太陽電池展～」 注目の展示 

● 高い発電効率を実現する太陽電池 

住宅用太陽電池モジュール「BLACKSOLAR 」 

シャープ株式会社 

BLACKSOLAR の高効率技術により業界トップクラスの変換効率を達成。屋根面にフィッ

トするルーフィット設計により設置容量がアップし、発電量もアップ。屋根全面システムへの

設置も可能で、2015年度グッドデザイン賞を受賞。 

 

HITP250 αプラス 

パナソニック株式会社 

パナソニックの HIT は発電量トップクラスに加え、モジュール 25 年保証（無償）など、発

電・施工・保証と長期にトータルケアを実現 

 

Trinasmart DC  

トリナ・ソーラー・ジャパン株式会社 

知能を持った次世代向けスマートモジュール。トリナスマート DC は、トリナ・ソーラーモジュー

ルとタイゴエナジーのオプティマイザーが一体化した、Web アプリケーションをベースに、システ

ムの監視と最適化を実現するソリューション。 

Q.PLUS -G4.1  

ハンファQ セルズジャパン株式会社 

革新的な全天候対応型テクノロジー、Q.ANTUM セル技術を搭載した高性能モジュール

Q.PLUS-G4.1。新型高性能モジュール Q.PLUS-G4.1 は、革新的なQ.ANTUMセル

技術により、あらゆる条件下で最高レベルの性能を実現。低照度や高温になる夏場の晴

天下など、実際の使用条件のもとで最大限の発電力を発揮するよう設計。 

● 最新の太陽光発電システム、周辺技術 

新たな太陽光発電システム「スマートPV」 

長州産業株式会社 

従来の太陽光発電に蓄電機能を搭載し、効率的な電力利用を可能にしたスマート PV。

コンパクトな機器で設置、導入コストを低減し、停電時は自動で給電を開始するなど、コス

ト低減と高機能化を両立したシステム。 

http://www.pvexpo.jp/
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オールDC 対応蓄電システム 

株式会社イーセブンジャパン 

AC/DC 変換ロスを削減した再生エネルギーを利用した地産地消型システム。色々な目

的に対応できる柔軟性のあるシステム。日中の太陽光エネルギーを蓄電し夜間使用したり、

夜間の深夜電力を蓄電し日中に使用したり、災害時に備えた自立運用などが可能。 

架台シリーズ「武蔵」 

ネクストエナジー・アンド・リソース株式会社 

100MW 以上の施工経験から生まれた傾斜地対応架台。「武蔵」最大の特徴は地形へ

の「柔軟な適応性」と工期短縮を実現する「優れた施工性」。架台支柱およびコネクタ部

に複数の調整機構を装備。これにより東西傾斜にもしなやかに沿い柔軟な設置が可能。 

 

● 高効率化を支える製造装置・検査技術 

Singulus 社 PERC 用 ICP -  PECVD 装置 SINGULAR XP  

株式会社メディア研究所 

PERC 用マルチチャンバーICP-PECVD 成膜装置。ヨーロッパ研究機関にて 21.2%の変

換効率を実現。AlOx および SiNx を 1 台で成膜できる装置構成となっている。 

タバー・ストリンガー 

無錫先導知能化設備株式会社 

太陽電池モジュール生産向けソーラーセル連続溶接装置。検査された良品セルをリボンで

溶接して一列まで繋ぎ、溶接されたストリングを分類して格納する設備。125mm と

156mmサイズのセルに両方対応可能、2・3・４または5バスバーセルの間で切替も可能。

人件費を大幅に削減する一方、ストリングの良品率の向上も実現。 

「PV EXPO 2016 ～第 9 回 国際太陽電池展～」 必見のセミナー 

＜基調講演＞ 3 月 4 日（金）10 ：00 ～12 ：00  

「キーマンが語る！日米の政策最新動向と企業戦略」 

コースリーダー：国立研究開発法人 産業技術総合研究所 仁木 栄 氏 

サブコースリーダー：国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構(NEDO) 山田 宏之 氏 

◆再生可能エネルギーを巡る動向 

渡部 伸仁 氏／経済産業省 資源エネルギー庁 省エネルギー・新エネルギー部 再生可能エネルギー推進室長 

◆パナソニックにおける太陽光発電の最新動向とその展望 

吉田 和弘 氏／パナソニック株式会社 エコソリューションズ社 エナジーシステム事業部 ソーラービジネスユニット長 

◆米国エネルギー省によるサンショット計画 ～ユビキタス太陽光発電に向けて～ 

Ms. Lidija Sekaric／Director, Solar Energy Technologies Office, U.S. Department of Energy (DOE) 

＜PV EXPO 専門技術セミナー＞ 

「結晶系シリコン太陽電池」「薄膜太陽電池」「住宅用／建材一体型太陽電池」「高性能ペロブスカイト太陽電池」

「太陽光発電モジュール、システム、施工の信頼性」「PV システムの系統連系における課題の解決」「新たなステージに

入った太陽光発電導入技術」「管理・メンテナンス技術」「太陽光発電ビジネスの新展開」「太陽光発電の市場動向」を

テー マに 、各業界のキー マンが自社の取 り組みや太陽光発電市場の展望を語り ます 。詳細は 、

http://www.pvexpo.jp/seminar/m/ をご覧ください。  

http://www.pvexpo.jp/seminar/m/
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新エネルギーに関連する 9 つの展示会を総称した「第 12 回 スマートエネルギーWeek 2016」では、「WIND EXPO 

2016 ～第 4 回 国際風力発電展～」も開催いたします。近年、太陽光発電に次ぐ新エネルギーとして注目が集まる

風力発電。「WIND EXPO 2016」では、風車だけでなく、構成部品やメンテナンスサービスなど風力発電に関するあら

ゆるサービス・製品が一堂に出展します。また、世界 15 カ国から出展が予定されており、Enercon やシーメンス、

SENVION などの海外大手メーカーが風力発電システムを紹介する国際色豊かな日本最大の商談展となります。 

 

「WIND EXPO 2016 ～第 4 回 国際風力発電展～」開催概要 

展示会名 WIND EXPO 2016 ～第 4回 国際風力発電展～ 

会期 2016年3月2日（水）～4日（金）10：00～18：00（最終日は17：00まで） 

会場 

主催 

後援 

併催企画 

東京ビッグサイト（東京都江東区有明3-11-1) 

リード エグジビション ジャパン株式会社 

一般社団法人日本風力発電協会 

WIND EXPO 専門技術セミナー 

Web サイト http://www.windexpo.jp/ 

 

「WIND EXPO 2016 ～第 4 回 国際風力発電展～」 基調講演および特別講演 

＜基調講演＞ 3 月 4 日（金）10 ：00 ～12 ：30  

「各分野のリーダーが語る風力発電事業の戦略と展望」 

◆風力発電の導入拡大に向けた政策と今後の取り組み 

松山 泰浩 氏／経済産業省 資源エネルギー庁 省エネルギー・新エネルギー部 新エネルギー対策課長 

◆自治体における風力発電推進の取組みと展望 

森 利男 氏／風力発電推進市町村全国協議会 会長／北海道苫前町長 

◆風力発電事業の将来展望について 

宮田 裕久 氏／丸紅株式会社 執行役員 電力本部長 

◆洋上風力発電の現状と将来展望 

加藤 仁 氏／Co-CEO, MHI Vestas Offshore Wind A/S 

 

＜特別講演＞ 3 月 3 日（木）10 ：00 ～12 ：30  

「来日講演！ 世界トップメーカーが語る風力発電事業の将来ビジョン」 

◆エネルギー転換期における風力発電の重要性 

Mr. Hans-Dieter Kettwig／Managing Director, ENERCON GmbH 

◆SENVION における風力事業戦略と将来展望 

Mr. Paulo Fernando Soares／Executive Vice President, Global Sales and Marketing, Senvion GmbH 

◆Goldwind における風力事業戦略と将来展望 

Mr. Wu Gang／Vice President of WWEA, Chairman of the Board, Goldwind Science & Technology Co., Ltd. 

◆アジア地域での風力開発を推進するガメサの最先端技術 

Mr. Alvaro Bilbao Moran／CEO, China - Asia Pacific, Gamesa 

  

http://www.windexpo.jp/
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「リード エグジビション ジャパン株式会社」について 

リード エグジビション ジャパン株式会社は、世界 24 の国と地域に拠点を持つ、グローバル企業リード エグジビション グ

ループ（本部ロンドン）の一員であり、国際見本市（展示会）を主催する日本最大の企業です。1986 年の設立以

来、一貫して「見本市の開催によって日本経済および世界経済の発展に貢献すること」を使命として、40の産業分野で

年間 142本の国際見本市開催を強力に推進しています。 

 

-------------------------------------- 

【本プレスリリースに関する問合せ先】 

スマートエネルギーWeek 2016 広報・PR担当（株式会社井之上パブリックリレーションズ） 

担当：関、天坊、高野、鈴木 E-mail：wseweek-pr@inoue-pr.com TEL：03-5269-2301 

 

リード エグジビション ジャパン株式会社（スマートエネルギーWeek 事務局） 

E-mail：wsew-press@reedexpo.co.jp TEL：03-3349-8576  

mailto:wseweek-pr@inoue-pr.com
mailto:wsew-press@reedexpo.co.jp
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返信先 ： スマートエネルギーWeek  2016  広報・PR担当 

          株式会社井之上パブリックリレーションズ 関、鈴木 行 

          FAX:  03 -5269 -2305  

          E-mail:  wsew eek -pr @inoue -pr.com  

 

スマートエネルギーWeek  2016  取材申込書 

日時 ： 2016年3月2日（水）～4日（金） 場所：東京ビッグサイト 
 

貴社名   

貴媒体名   

部署名   

（ﾌﾘｶﾞﾅ）   

ご芳名   

参加人数  

計          名様 

カメラ  

スチール  ・  ムービー  ・   なし 

ご連絡先 TEL： FAX： 

Email ： 

 

 

【本件に関する問合せ先】 

スマートエネルギーWeek 2016 広報・PR担当（株式会社井之上パブリックリレーションズ） 

担当：関、天坊、高野、鈴木 E-mail：wseweek-pr@inoue-pr.com TEL：03-5269-2301 

 

リード エグジビション ジャパン株式会社（スマートエネルギーWeek 事務局） 

E-mail：wsew-press@reedexpo.co.jp TEL：03-3349-8576 

mailto:wseweek-pr@inoue-pr.com
mailto:wsew-press@reedexpo.co.jp

